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過去数年、新しい統合医療方式は、先進諸国で広く注目されるようになり、欧米では恐らく最も

量的に多い医療方式になっている。ミラノ大学には、かなり前にバイオテクノロジーと自然医学

の大学院課程(期間3年)を有するWHOとの共同研究センターが設立され、教育課程において「非

伝統」医学および「伝統」医学の専門家の交流がある。 

プロバイオティクス、天然酸化防止剤、天然肝臓保護製品などの合成品は、今ではどの「伝統」

医学のシンポジウムにおいても最新のテーマになっている。 

慢性肝臓病の漢方薬治療法は、利用が着実に増加し、重要な役割を担うようになっている。しか

し、臨床研究が見劣りすることが多い上、堅実な実験的研究は根拠のない非科学的療法の横行に

よって影が薄くなっている。われわれは、ここで、基礎から臨床に至るまで明確に確立された観

点から、漢方薬治療術の現状について報告する。 

これは、生体外、生体内および予備的な試験的研究において、HCV(Ｃ型肝炎ウィルス)による肝

臓病患者の臨床診療で強力な治療効果を発揮する可能性があることが明らかになっている。HCV

陽性の慢性肝臓病患者で80IUを超えるトランスアミナーゼを持つ患者はHCC悪性転換のリスクが

高いことを長期間にわたる研究が示したことを考えると、これは特に興味深いことである。YHK

は、副作用を伴うことなくGPTを効果的に低下させるユニークな合成物であると見られる。


